・フレドキンの自己複製CA
フレドキンの自己複製CAとは,有限個の黒丸からなるパターンを時刻0に与えると一定時間後にそのパターンが複製されているというCAである.空白を状態0,黒丸を状態1とすると,以下のように記述される.
　
　
　
[image: ][image: ]ここで、はmod2の加算を表す.
[bookmark: _GoBack]より,0は静止状態となる.
近傍の図による表現.
また,各セルの状態を状態遷移図で表すと以下のようになる.

[image: ]
セルの状態の状態遷移図.


以下にこのCAの挙動の例を示す.は時刻を表し,直前に黒丸のあったセルを灰色で示している.
					　	
[image: ]	[image: ]	[image: ]	
						
[image: ]	[image: ]	[image: ]
それぞれの時刻において黒丸のあるセルに注目すると、灰色の近傍セルが奇数個あることが確認できる.時刻4,8において時刻0のコピーが4つ生成されている.
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